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分子生物学の急速な進歩により、がん細胞の増殖或いは悪性化の分子機構が明らかにされつつある。そし

てそれらの機構に関与する分子標的とその機能の解明を通じて、機能を制御することによって治療に結びつ

けようとする分子標的治療という新しいコンセプトによる研究が始まり、グリベック、イレッサなどの新し

い分子標的薬剤の成功が報告されている。わが国のがんの基礎研究はそのレベルも高く、国際的にも評価さ

れてきた。しかしその応用についてはその対応は必ずしも十分とは言えない。分子標的薬剤の研究の成功に

は応用化の研究、すなわちトランスレーショナルリサーチ（TR）が重要な役割を担う。TR は、研究成果の社

会への還元や産業的基盤に重要な役割を果たすだけでなく、がん研究全体の推進にも通ずる。 

本講演では、わが国の基礎研究や世界の分子標的治療研究の現状について述べるとともに、我々の多剤耐

性細胞のＰ-糖タンパク質の研究や、抗がん剤が誘導するアポトーシスに対して耐性を示す細胞株が分子標的

グリオキサラーゼ I（GLO1）を過剰発現していることの研究、AKT、IAP、テロメラーゼ等の分子標的の研究、

さらにグリベック、イレッサ等の分子標的治療薬の遺伝子診断と治療研究について述べ、分子標的とゲノム

研究からアプローチするがんの分子標的治療について展望したい。これら分子標的研究とゲノム研究はテー

ラーメード治療を目指した研究であり、将来患者の個々の生体情報に合わせて薬を選ぶ、あるいは薬の副作

用をさけることも可能となる時代がくると思われる。わが国における分子標的治療の研究とそのトランスレ

ーショナルリサーチの発展を心から期待したい。 
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